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0.はじめに
本稿はアストゥリアス言語アカデミー（スペイン北部アストゥリアス州）編『アストゥリアス語文法』
（・GramaticadelaLlinguaAsturiana・，以下『文法』）が23章「節と節の機能」の中で扱っている事
項より，主語，直接補語，間接補語等を取り上げ，解説する。今回もレファレンスブックとしての使
用に耐えられるよう，目指した。
1.節の特徴
1.1.節の定義とその従属項
節について『文法』は，動詞を核として有する発話であるとしている。そしてその動詞核（nucleu
verbal）の中において「語彙素と人称の形態素との間には連係関係が作られる」（§23.2.1.）としてい
る。これは即ち定形（人称形）のことであり，語彙素とはこの場合語根，人称の形態素とは活用語尾
と言い換えることができよう。
その動詞核を中心とした節の中で用いられる要素としては語彙的主語，直接補語，間接補語，補完
補語，状況補語，属詞などが挙げられるが，これらは動詞核に従属する項（terminossubordinados）
として機能する連辞，又は名詞連辞群である。
不定詞と現在分詞の場合はその語彙素に含まれる動詞的特徴により，定形と同様の動詞従属項を伴
うことができる。過去分詞も間接補語と状況補語を受け入れることができる。ただしこれら3つのい
ずれもが人称の形態素（文法的主語）を備えていないことから，節を構成することはできない。つま
り動詞従属項の有無は，節を構成するための条件にはならない。
1.2.節の種類
『文法』は節の構造と動詞の特徴にしたがい，以下のように分類している。
1.2.1.最小節（oracionmnima）と非最小節（oracionnon-mnima）
節を構成するのに唯一不可欠な動詞核によってのみ形成されるものを最小節と呼ぶ。
例:Llegaron. （彼らは）到着した。
非最小節は1つ以上の従属節を伴い，より拡大した節を指す。
例:Lostospaslegaronbien. 君の両親は無事に到着した。
legaronが動詞核である。
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1.2.2.単文と複文
単文（oracionsimple）1とは他の節を構成要素として持たない「節」をいう。即ち動詞核が1つの
みの節をいう。
例:Escribiounlibru. （彼は）一冊の本を執筆した。
『文法』のいうoracioncompuestaとoracioncomplexaはいずれも「複文」と訳せそうである。
このうち前者については以下のように述べている。
「［oracioncompuestaは］
22つ又はそれ以上の並列節，又は等位節により形成される」（『文法』
§23.2.2.）
そして以下の例を挙げている。
例:Escribiounlibruyespublizaron-ylununaeditorialdeXixon.
（彼は）本を執筆し，そしてヒホンのある出版社からそれを出版してもらった。
これは等位節であることから，従属節とは区別した「複文」を指している。
したがってoracioncomplexaの方は従属文の意味で用いられていることになる。ただし『文法』
は節に対して「従属した」という語（アストゥリアス語:subordinau，-ada;カスティーヤ語:subordinado，
-ada）を用いていない。
「［oracioncomplexaは］（…）転用した何らかの節をその構成要素として有する節のことである
（…）。」（§23.2.2.）
従属節に対しては転用した節（oraciontrespuesta）という用語を用いている。転用（tresposicion）
は語や句が節の中で本来とは別の品詞の機能を担う場合に対して用いられている。名詞節，形容詞節，
副詞節に対してそれぞれ名詞，形容詞，副詞に「転用した節」としている。
例:Dxonosquenunqueracomer. （彼は）食べたくないと私たちに言った。
（名詞に転用した節）
Escribiounlibruquefaladelamar. 海について扱っている本を（彼は）書いた。
（形容詞に転用した節）
Yesimpaticucuandoluemponderen. 皆が彼を称賛するときには（彼は）感じが良い。
（副詞に転用した節）
尚この転用という概念は単文（非最小節）の中での動詞核以外の構成要素に対しても用いられてい
る3。
1.2.3.名詞述部と動詞述部の節
名詞述部と動詞述部の節は，動詞の特性にしたがった分け方である。『文法』では属性付与動詞に
より形成される前者に対して「属性付与節（oracion atributiva）」または「辞的節（oracion
copulativa）」と呼んでいる。
動詞述部の節に対しては「非属性付与節（oracion nocopulativa）」又は「叙述節」（oracion
predicativa）と呼んでいる。こちらは非属性付与動詞により形成され，直接補語あるいは補完補語を
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1 この場合のoracion（カスティーヤ語（スペイン語）においても同様の語）は「文」と訳した。
2 引用中筆者の補足を［ ］に入れた。以下同様。
3『文法』（§23.3.7.）で扱っているように，状況補語がそれに該当することがある。別の機会に扱いたい。
必要とする節である4。
2.語彙的主語
2.1.文法的主語と語彙的主語
『文法』は動詞核内で語彙素と連係関係を持つ人称の形態素を文法的主語としている。これは屈折
形態素に表れている。そして全ての節は1，2，3人称単数または複数という文法的主語を有している。
その文法情報を更に特定化させるために語彙的主語が用いられ，具体的には，例えば強勢の人称代名
詞のyoとtuが挙げられる。
例:Trabayomuncho./Yotrabayomuncho. 私は沢山働く。
Escuendilospapeles./Tuescuendilospapeles. （君）書類をかたづけなさい。
上の例から確認できるのは，文法的主語に他の主語が介入する余地のない，1，2人称の場合には
語彙的主語は余剰である。ただしそれらが従属項を伴う場合は別であると『文法』は指摘している。
以下の例の下線部が主語の従属項である。
例:Yomesmuvoi. 私自身が行く。
Yo,queganopoco,trabayomuncho. 私は，稼ぎがわずかなので，沢山働く。
Ficstilotusolu. 君は一人でそれを行った。
動詞形1，3人称単数が同形である直説法未完了（線）過去（falaba，apurra），接続法現在（fale，
apurra），接続法過去（falara～falare，apurriera～apurriere）5といった場合の語彙的主語としての代
名詞yoの出現は余剰ではない。したがって文脈の上で明確でない以下のような場合には，語彙的主
語を用いることで明確にすることができる。
例:Cuandovosentruguerespondei.（entrugueは1，3人称単数いずれの解釈も可能）
君たちに質問した時には答えなさい。
Cuandoelvosentruguerespondei. 彼が君たちに質問した時には答えなさい。
Cuandoyovosentruguerespondei. 私が君たちに質問した時には答えなさい。
3人称に関しては，語彙的主語は（人称代名詞の場合）単数でel～eli，ela，elo，複数でelos，
elesという形式で表されるが，この場合の3人称の語彙的主語は，1，2人称の場合とは異なり，豊
富な内容を受け入れる。
例:El/L・artesanu/Xuan faipaxos. 彼は/職人は/シュアンは 籠を作る。
Eles/Lestosamigues merquentabacu. 彼女たちは/君の友人たちは タバコを買う。
2.2.語彙的主語の特徴
前項で確認したように，語彙的主語は動詞核に必須の要素ではない。そしてそれを伴わない節の存
在も可能である。
『文法』は語彙的主語の特徴として，先ず，動詞核との人称及び数の一致を挙げている。
例:abolar「表面にへこみを作る」の場合
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4 名詞述部に出現する属詞，及び補完補語に関しては別の機会に扱いたい。
5 ～の記号は交替形の出現を意味する。即ちA～BはA又はB。以下同様。
Elabola. （3人称単数）
Elosabolen.（3人称複数）
Tuaboles. （2人称単数）
語彙的主語が集合的内容を有しているいくつかの場合においては，意味に対して一致が起こること
がある。
例:Laxentequierenaconceyase. 人々は教えあいたい。
laxenteは3人称単数であるが，その集合的な意味に一致した3人称複数のquierenが一致して
いる。しかしながらこの場合，単数による一致がより正確なものであると『文法』は奨めている。
例:Laxentequiereaconceyase.6
語彙的主語の特徴の第二には，いかなる前置詞も伴わない旨挙げている。そして前置詞 ente
「～の間」が先行する連辞が用いられている以下の節を挙げている。
例:Entetuyyopuxamosconmasfuerza. 君と私とでより強い力で押した。
Entelosdosganenunbuensueldu. 二人は良い給料を稼ぐ。
それぞれtuyyo「君と私」（1人称複数），losdos「二人」（3人称複数）に前置詞のenteが先行し
た主語のように見える。これらに関し『文法』は，この連辞は主語の機能を担っているのではなく，
主語の属性を担ったものであるとしている。したがって以下に示すように，この連辞は語彙的主語と
の共存が可能である。
例:Nos,entetuyyo,puxamosconmasfuerza. 私たちは君と私とでより強い力で押した。
Elosganen,entelosdos,unbonsueldu. 彼らは二人で良い給料を稼ぐ。
最後に『文法』は，文脈上既知であることから語彙的主語が省略された場合には，いかなる痕跡も
残す必要はないと，第三の特徴として挙げている。ここでの痕跡を残さないとは，動詞核だけで節は
形成可能であり，明示されない主語の代わりに代名詞などを伴う事が義務的ではないということであ
る。
例:Elpicadorbaxoaltayucoloscompaneros.
Baxoaltayucoloscompaneros.
（鉱山の）切羽作業員は仲間たちと仕事場に降りた。
尚，『文法』は語彙的主語の位置に関して，通常は主語に先行するが，多くの場合において節の中
で自由に位置を変える旨指摘している。以下の例の下線の語が語彙的主語である。
例:Elpicadorbaxoaltayucoloscompaneros.
Baxoaltayu・lpicadorcoloscompaneros.
Baxoaltayucoloscompaneroselpicador.
2.3.主語の意味論的価値
『文法』（§23.3.1.3.）は意味論的観点から主語に関して以下のように指摘している。
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6 この場合相互的意味が生じるかは不明である。
2.3.1.動作主的価値
主語は節中の動詞動作の動作主，または行為者（actorまたはaxente）の役割を担うのが基本であ
る。
例:Nosotroslevantamosesipenon. 私たちはその岩を持ち上げる。
Tumecistilecheconzucre. 君は牛乳を砂糖と混ぜた。
Elferrerucute・lmetal. その鍛冶職人は金属を打つ。
これらの例にあるnosotros，tu，elferreruはlevantar，mecer，cutirの動作主である。
2.3.2.被動作主的価値
主語は節中の動詞動作の被動作主，または受動者（paciente，receutor）の役割を担う場合がある。
例:Aquellibrufoiescrituconmunchuprocuru. あの本は充分注意して書かれた。
Marapunxoseencesacuando-ydixeronlanoticia.
マリーアはその知らせを言われて赤くなった。
上記の例文のうち前者は受動態の節であり，foiescrituの主語aquellibruは動作を受けている。
後者の例は直接再帰の節であり，主語Maraは同時に動作を受けている。
以上のことから語彙的主語の意味論的価値に関して『文法』は，動詞の語彙素をコミュニケーショ
ンの中で介在させる要因，即ち話者，聞き手，その他の人物などといったものと関連付けることであ
るとしている。
2.3.3.表現上のelo
いくつかの口語的な用法において，中性の人称代名詞eloが語彙的な主語として出現することが
ある。アストゥリアス語の場合の中性代名詞eloは，カスティーヤ語と同様に先行する意味内容や
節，事柄を受けるという用法に加えて，集合的な意味内容を有する語を受ける指示表現としての機能
がある。しかしここでのeloの用法はそのいずれでもなく，完全に表現的なものである。
例:Eloyequenun-yficieroncasu. それは彼を相手にしなかった事でした。
Eloyeraunavezunrei. あるとき一人の王がいた。
Eloyerenunesnevaestremendes. それはとある大雪［の日］であった。
最後の例における3人称複数の動詞形の不一致は，この代名詞の昔話を導入するという表現上の用
法によることが原因であると『文法』（§23.3.1.2.）は述べているが，もちろん複数形を欠く中性の代
名詞であることもその理由である。
2.4.無人称性を伴う節の主語
『文法』では文法的主語と語彙的主語を分けているということは，ここまでで既に確認したとおり
である。無人称性（impersonalida）を伴う節において主語はどのように言及されているかを，この項
では扱う。
2.4.1.いわゆる天候の無人称表現
以下に挙げる自然現象を表現するいくつかの動詞は，3人称単数の形式でのみ用いられる。
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例:lover 雨が降る nevar 雪が降る xarazar 雹が降る
bastiar 土砂が崩れる amanecer 夜が明ける
これらはしばしば無人称（impersonal）と呼ばれるが，先にも述べた3人称単数という文法的主語
を有していることから，その「無人称」という呼称は不適切である旨『文法』（§23.3.1.4.）は指摘し
ている。
ちなみにこれらの動詞に関して，カスティーヤ語の場合には3人称単数でのみ用いられることから
単人称（unipersonal）と呼ばれることがある7。『文法』ではこれらの動詞に対してその名称を用いて
はいない。代わりにいくつかの文脈における場合に，これらの動詞が語彙的主語を伴うことが可能と
なる「人称的な」例を挙げている。
例:Lueven-ycrtiques. 彼に批判の雨が降る。
Nevaronfalopospergrandes. ぼたん雪が降った。
Laxenteamaneciodurmiendoenprau. 人々は牧場で眠りながら朝を迎えた。
上記の例のうちcrtiques，falapos，laxenteがそれぞれlover，nevar，amanecerの語彙的主語
である。
2.4.2.無人称の用法のある動詞
いくつかの動詞は人称的な用法と，それに加えて無人称の用法を認めている旨『文法』は指摘して
いる。これは前項の最後に例として挙げたものと同じことである。
例:Vosotrostapeceislesverdaes. 君たちは真実を隠す。
Gueitapeztarde. 今日は日が暮れるのが遅い。
動詞haberの場合，直説法現在3人称単数において，人称形のhaと無人称形のhaiの形式を有す
る。
例:Nunhadicilo. （彼は）それを言うべきではない。
Nunhaiquedicilo. それを言うべきではない。
Haiparroches. 小イワシがいる。
カスティーヤ語と異なり，アストゥリアス語ではhaber＋過去分詞 を用いた完了時制の表現は欠
如している。上記の例の最初の文は，義務を意味する言形式haber＋不定詞 で，語彙的主語を伴
って用いることができる人称的用法である。
無人称の用法にはhaiという形式が用いられる。即ちhaique＋不定詞 で一般的義務，hai＋名詞
で存在を表現する。この形式の場合には語彙的主語を伴って用いることはできない。因みにhaiはカ
スティーヤ語のhayに相当する。
2.4.3.seを用いた無人称
カスティーヤ語の学習者にはおなじみであるが，アストゥリアス語にもse＋動詞3人称単数を用
いた無人称の節が存在する。
seと3人称単数に固定された連辞により，語彙的主語を伴って用いる可能性が完全に排除された
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7 RealAcademiaEspanola（1973，§3.5.7.a）
用法となっている。
例:Llamaseatolosvecinosaunconceyu. 全住民が市議会に呼ばれる。
Matoseamunchosinocentespornunobedecer.
従わないことが理由で多くの無垢な者たちが殺された。
語彙的主語が展開する以下の例と比較せよ。
例:L・alcaldelamaatolosvecinosaunconceyu. 市長は市議会に全住民を呼ぶ。
L・enemigumatoamunchosinocentespornunobedecer.
従わないことが理由で敵は多くの無垢な者たちを殺した。
3.直接補語
本章で扱う直接補語はアストゥリアス語ではcomplementudireutuと表記され，同様にoxetu
direutu（直接目的），又はimplementuとも呼ばれる。
3.1.直接補語の特徴
3.1.1.直接補語と他動性
他動詞の動作が直接及ぶ語（特に名詞句）が直接補語であることは，アストゥリアス語の場合も同
じである。『文法』はこれに関し，他動詞とは直接補語でその語彙素の情報を拡大するものであり，
そして自動詞はその補語を伴わないものとしている8。
しかしながらアストゥリアス語ではそれら2種類の動詞が根本から区別される場合ばかりとは限ら
ない。
例:Loscomerciantespieslenlosdomingos. 商売人たちは毎日曜日に閉める。
上例の動詞peslarは，直接補語を明確にしない総称的な意味を伴って用いられている。その一方
で一義的には自動詞として用いられる動詞の場合，例えばvivenbien（彼らは良い暮らしをしている），
anduvistipermercau（君は市場の方を歩いた），loraron（彼らは泣いた）におけるvivir，andar，
lorarにも直接補語を伴う用法がある。
例:Vivenlavida. 彼らは人生を送っている。
Anduvistitolosmontesdelconceyu. 君は郡内の全ての山を歩いた。
Lloraronlarimesdemurnia. 彼らは悲しみの涙を流した。
3.1.2.統語的特徴
『文法』は直接補語の統語的特徴として以下に挙げる3点を示している。
まず第一に語彙的主語の場合（§2.2.）と異なり，直接補語が文脈において既知であることが理由
で省略が行われる場合には，直接補語の意味を担う名詞連辞は，lu，la，lo，los，lesという，性数
に従った3人称の無強勢代名詞によって示されなければならない。ちなみにluは男性単数，loは中
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8 補語とは，動詞だけではその述部の意味を十分に表現できない場合にそれを「補う」語のことである。亀井
ほか（編）（1996），p.1304。
性（単数のみ）と別な形態をとる点がカスティーヤ語と異なっているので注意が必要である9。
例:Atope・lgueluenparque. 私は公園で祖父と会った。
Atopelu. 私は彼に会った。
Nunesmatenlacaleyanunca. 彼らは小道の枝を決して剪定しない。
Nunlaesmatennunca. 彼らはそれを決して剪定しない。
Nunaguantapelamanana・ltabacu. 彼は朝タバコが我慢できない。
Nunloaguantapelamanana. 彼は朝それが我慢できない。
・Nunveslosnenospelacai? 君は通りでその子供たちを見かけませんか。
・Nunlosvespelacai? 君は通りで彼らを見かけませんか。
Espantenlespitescolruu. 彼らは音で鳥たちを驚かす。
Espantenlescolruu. 彼らは音でそれらを驚かす。
第二に挙げているのは文中での直接補語の位置についてである。上例で出現している直接補語は，
以下のような語順も想定できる。
例:Elgueluatopeluenparque.
Lacaleyanunlaesmatennunca.
Eltabacununloaguantapelamanana.
・Losnenosnunlosvespelacai?
Lespitesespantelescolruu.
ただし『文法』は直接補語の通常の語順は，動詞に後置する位置であるとしている。
その三としては，強勢の人称代名詞，即ちこの場合前置詞格人称代名詞が直接補語の機能を担う場
合にも，同様に直接目的格人称代名詞の出現が義務的となることが挙げられる。
例:Traxomeencocheamin.（*Traxoencocheamin.に非ず） 彼は自動車で私を連れていった。
A mintraxomeencoche.（*A mintraxoencoche.に非ず）
Emponderotemunchoati.（*Emponderomunchoati.に非ず） 彼は君を褒め称えた。
3.2.前置詞aの用法
3.2.1.随意的な用法
『文法』（§23.3.2.2.）によるとアストゥリアス語では直接補語が人に言及する場合には，前置詞a
の使用が随意的であるとしている。
例:Ustetienconoco（a）lafamiliad・ela. あなたは彼女の家族と知り合いである。
Tabatarreciendodirverel（～al）cura. 彼は司祭に会いに行くのを恐れていた。
Bayoabuscarel（～al）medicupamioma. （彼は）私の母のために医者を探しに降りた。
Echo（a）lanenanacama. 彼はベッドに娘を寝かせた。
Xuansiguio（a）lamuyerhasta・lchigre. シュアンは居酒屋までその女性について行った。
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9 アストゥリアス語の無強勢代名詞の位置は，現代カスティーヤ語の場合とはだいぶ異なることがある。廣澤
（2007，§3.2.）を参照されたい。
3.2.2.義務的な場合
ただし以下に挙げる場合には，直接補語の印として前置詞aの使用が義務的である。
a）主語との混同を避ける場合。即ち主語には前置詞がつくことは決してないからである。
例:Valamarelmaestrualnenu. 先生はその子を呼ぶつもりだ。
Valamaralmaestru・lnenu. その子は先生を呼ぶつもりだ。
b）人の固有名詞，即ち人名が直接補語の役割を担う場合も同様である。
例:LlamaronaPedru. 彼らはぺドルを呼んだ。
AndenbuscandoaMara. 彼らはマリアを探して歩いている。
・NunvesaXuan? シュアンを見かけませんか。
c）近い親戚を意味する名詞が直接補語として用いられる場合も同様である。
例:Llamaronapa. 彼らは父を呼んだ。
・Nunvesamaquevienpelcamn? 道をやってくる母が見えますか。
Andenbuscandoalguelu. 彼らは祖父を探して歩いている。
d）強勢の人称代名詞，即ち前置詞格人称代名詞が直接補語の役割を担う場合であるが，このときに
も前置詞aが必要である。そしてこの場合には前項で言及したように，直接目的格人称代名詞の
出現が義務的となる。
例:ViluaelfalandoconCarmina. 私は彼がカルミーナと話しているのを見た。
A minesisenortratomeperbien. その男の人は私にとても良くしてくれた。
A ticonociotepelestraces. 彼は外見で君を知った。
Nunnoslevaronentrenanos. 彼らは我々を列車で連れて行ってくれなかった。
ただし同じ強勢の人称代名詞でも中性のeloが直接補語の役割として用いられていてもaは必要
としない。これは中性のeloが人に言及することができないからである。
例:Elopensolobiendevegaes. 彼はそのことを何度も考えた。
e）以下に示す相互的意味の連辞が直接補語の役割を担う場合にもaを用いる。
例:Insultaronseunaotru. 二人はお互いにののしりあった。
unaotruの代わりにunaaotra，unosaotros，unesaotres等も「お互いに」という相互
的な意味で用いられる。
3.3.再帰受動文のse
再帰受動文に出現するseについて『文法』（§23.3.2.4.）は，直接補語の代わりに出現し，直接補語
の出現する可能性を妨げる一つの自動詞構文の形成に寄与するものであるとしている。
例:Elpelolavaseconxampu. 髪はシャンプーで洗われる。
Lesmaneslavenseconxabon. 手は石で洗われる。
Viendesepisuyalqulenseapartamentos. マンションは売られ，アパートは貸される。
上例での連辞elpelo，lesmanes，pisu，apartamentosは語彙的主語のはたらきを担っている。
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3.4.直接再帰構文と直接補語
3.4.1.再帰代名詞の機能
直接補語と主語が指示するものが一致する場合には，直接補語は再帰代名詞という形式で強制的に
出現する。尚前項で扱った再帰受動文では無生の語彙的主語のみが用いられたのとは異なり，直接再
帰構文では主語に有生の特性が求められることから，1，2人称にはme，te，nos～mos，vosが用い
られる。そして3人称の場合には性数を区別しないseが用いられる。
例:Yobanome. 私は風呂に入る。
Nosescondemonos. 私たちは隠れる。
Vosabrigaisvos. 君たちは雨宿りする。
Xuanduchase. シュアンはシャワーを浴びる。
Lamuyervesealespeyu. その女性は鏡で自身を見る。
Losnenoslavense. その子供たちは体を洗う。
3.4.2.再帰性の強化
この場合再帰性は強勢の主語人称代名詞と，これに一致し後続するmesmu，mesma，mesmos，
mesmesという連辞で意味の強化を行うことができる10。前項の例文は以下のように表される。
例:Banomeyomesmu.
Escondemonosnosmesmos.
Abrigaisvosvosmesmos.
Xuanduchaseelmesmu.
Lamuyerveseelamesmaalespeyu.
Losnenoslavenseelosmesmos.
日本語には反映させにくいが，「私自身」という強い意味となる。同様に主語が複数の場合には
elasmesmesといった形式も出現しうる。
直接再帰構文で主語が複数の場合には相互的な意味も持ち得るが，この連辞を用いることでその可
能性を排除することが可能となる。
3.4.3.相互再帰
前項で直接再帰を表すのに用いられた無強勢の再帰代名詞は，複数形の意味において相互的な意味，
即ち相互再帰を表すのにも用いられる。
例:Nostocabemonos. 私たちは触りあっていた。
Vosveisvos. 君たちは見つめあう。
Elosdosxulguensemal. 彼ら二人は誤解し合っている。
前項で言及したのとは逆に，相互再帰文でその意味を強化する場合には，「お互いに」を意味する
unaotru，unaaotra，unosaotros，unesaotresといった連辞を，主語の性数と一致させて
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10『文法』（§23.3.2.5.）は，mesmu，mesma，mesmoと単数形のみを挙げている。このうち中性形のmesmo
を用いた例文は挙げられていないことからも，この用法では出現しにくいものと想定できる。
用いることで可能となる。
例:Nostocabemonosunaotru. 私たちはお互いに触りあっていた。
この例文では主語は二人である。これがunosaotrosが用いられる場合には，それより多い数の
主語の場合である。
例:Vosveisvosunaaotra. 君たちはお互いに見つめあう。
この例では二人の女性が主語である。それより多い数の主語の場合にはunesaotresが用いられ
る。
3.5.中動態
動詞の表す行為が行為者自身に及ぶ場合に取る動詞の形態を中動態と呼ぶ。アストゥリアス語（及
びカスティーヤ語）では，本稿§3.4.1.で述べたように，再帰代名詞が直接補語のはたらきを担う直接
再帰構文が，中動態の意味内容を担っている。
例:Elnenufartucosecomiendolambiotaes. その男の子はお菓子を食べて空腹をしのいだ。
Cansemexubiendolesescaleres. 階段をのぼって私は疲れてしまった。
しかしながら中動態の意味内容を表現するためには，直接補語のはたらきの再帰代名詞は必ずしも
必要とはしない。かつて廣澤（2007，§3.5.）にて，アストゥリアス語では再帰代名詞は再帰性を表現
する必要がある場合，及び相互的な意味の表現にのみ用いられると解説した。本稿では動詞の特性に
注目し，以下にその事例と分類を行う。
3.5.1.自動詞と属性付与動詞
直接補語のはたらきの再帰代名詞を伴わずに中動態を表現する，いくつかの自動詞と属性付与動詞
がある11。
例:Yomarchod・estisitiu.（*marchomeに非ず） 私はこの場所を去る。
Nunandamosconcaxigulines.（*nunnosandamosに非ず）
私たちはつまらぬことを言って歩いてはいない。
Elpanuelocayoensuelu.（*cayoseに非ず） ハンカチが床に落ちた。
Totununyeranadafadiu.（*seyeraに非ず） 君のおじは全く煩わしくなかった。
・Porquenuntasconelauncachn?（*tetasに非ず） どうして君は少し彼女と居ないのか。
Elguelud・Aliciamorrioayeri.（*morrioseに非ず） アリシアの祖父が昨日亡くなった。
dir行く，quedarとどまる，escapar逃げる といった特に移動の動詞のいくつかの場合には，再
帰動詞を伴っても用いられ得る。ただし『文法』（§23.3.2.6.）によると，それを省いて用いる方が，
より好ましいようである。
例:Elfoipacasad・atapecida.又はElfoisepacasad・atapecida.
彼は暗くなってから家に行った。
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11『文法』はこれらの動詞を中動態という大きな枠で扱っているが，非対格自動詞として分類される場合もあ
るようである。影山（1996），p.20。
Quedeenpueblutresdesmas.又は Quedemeenpueblutresdesmas.
私はさらに3日村にとどまった。
Escapounladrondelacarcel.又は Escaposeunladrondelacarcel.
一人の泥棒が牢から逃げた。
命令の形式のときにのみ再帰代名詞の使用を許容し，他の活用形の場合には認めないというものも
ある。
例:Xulio,ve（又はvete） ancaMara. シュリオ，マリーアの家に行け
12。
Rapacinos,taivos（又はtai） quietos. 子供たちよ，おとなしくせよ。
後者の場合，命令ではない他の定形を用いた，例えば直説法現在の*toimequietuといった連続の
使用は認められない。
3.5.2.他動詞
かなりの数の他動詞が，その動作が被動作主である主語の中で起こる時には，直接補語の再帰代名
詞を伴わずに中動態の意味内容を表現することができる。
その多くの場合，再帰代名詞の使用が随意的である。
例:Losnenosforonalaplayayquemaron（又はquemaronse）alsol.
子供たちは浜辺へ行き日に焼けた。
Salvastis（又はsalvastivos）,quelegaronlosbomberos.
消防士たちが着いたので，君たちは助かった。
Paezquenubla・lda.（又はPaezquesenubla・lda.） 昼間は曇りのようだ。
Esipanesmigaya（又はesmigayase）nesmanes. そのパンは手の中で粉々になる。
Xinteabondoyfartuque（又はfartuqueme）. 私はたくさん食べ空腹が満たされた。
Colamusiquina・lnenudurmio（又はdurmiose）comounbenditu.
その音楽でその子供は聖人のように眠った。
いくつかの場合においては再帰代名詞の使用が完全に妨げられる。以下にその例を挙げる。
例:Llaraaguapeciomucho.（*aguapecioseに非ず） ジャーラはとても可愛くなった。
Paezque・ldavaabrir.（*vaabrirseに非ず） 夜が明けるようだ。
Pedruavieyomunchonosultimesanos.（*avieyoseに非ず） ペドルはここ数年で老けこんだ。
Laherbasecoalsol.（*secoseに非ず） 草は日で乾燥した。
Elcalapornunfalar.（*calaseに非ず） 彼は話さずに黙る。
Alobiabemoscontanturuu.（*alobiabemonosに非ず）
かなりの騒音で私たちはめまいがした。
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